
 

 

 

           

 

 

      

Ｖｏｌ．２０ ２００４年８月１２日 

 

オーストラリア意匠法の改正 

 

２００４年６月１７日より２００３年改正意匠法が施行となりました。 

その主な改正点は次のとおり、ご案内申し上げます。 

 

記 

１．登録出願手続きの緩和 

１） 複数の関連する意匠又は同一分類に属する意匠を１意匠として出願することができる。 

２） 出願人は出願日から６カ月以内に登録又は公告を受けるかどうか決定することができる。 

３） 方式審査による登録制度が導入されたが、実体審査を受けたい場合は、審査請求する 

ことができる。 

   

２．権利行使の制限及び権利の取消 

１） 出願人は登録査定書を受領してはじめて権利行使することができる。 

２） 第三者は登録された意匠について実体審査を請求でき、且つ当該意匠の有効性に係る 

情報を提供することができる。審査官は、それに基づき実体審査を行い、権利の維持又 

は取消を決定することができる。 

 

３．登録可否及び権利侵害の判断基準の厳格化 

１） 従来技術は、国内に使用された意匠のみならず、あらゆる国に公知となった意匠を含む。 

２） 意匠の有効性に対し厳格に判断され、新規性及び特有性を有する場合のみ登録を受ける 

ことができる。 

３） 権利侵害の判断は顕著性による。ある物品はその全体的な外観から登録意匠の外観と 

実質的な類似性が見られる場合は、権利侵害を構成すると判断される。 

 

４．存続期間の短縮 

１） 出願日から１０年とする。（旧法では、出願日から１６年である。） 

 

以上 
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